




 

脊椎・脊髄手術時の最も不幸な合併症としての脊髄麻痺予防の対策として，誘電脊髄電位

による術中モニター法が漸次普及しつつあり、われわれも脊柱側彎症手術時に実用してい

るが、術中硬膜外正中部におく電極が移動し易いこと、操作中の波型の変化のうち、どこ

までが脊髄機能性可逆性であるかの 2点に戸惑うことが多い。方法の簡便・確実さが望ま

れる一方、波型変化と術後脊髄機能との対応に関するデータ集積が期待される。臨床応用

の見地からは、ヒトと実験動物の脊髄血行動態の相異というギャップは大きく、臨床例で

の波型変化のデータ集積によらねばならないという宿命を持つが、一応手はじめとして、

成猫を用いて、脊柱長軸方向牽引下での波型変化を調べた。本年度は、残念ながら予備実

験段階で終り、波型変化に得られたものの、実験動物の死亡により、脊髄機能との対比は

得られなかった。 


